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公明党が命とくらしを守ります。

渡辺じゅんや政策部長 吉野ともゆき青年部長 松原あき子副女性部長大島ひろし総支部長 赤沼やすお副総支部長

新生児一人当たりに10万円を支給

介護・保育・障害福祉サービス・
清掃事業者へ慰労金の支給

子育て世帯へ商品券の支給

昭島市PCR検査センターの開設

「昭島さきめし応援プロジェクト」の実施

お子様へ図書カードの配布

ひとり親世帯への給付金の支給

議員報酬の削減

市内タクシー事業者への支援と、高齢者の
見守りのためのお弁当サービスの実施

市内事業者へ応援金の支給

市内事業者に対する家賃補助制度の創設

市内小中学校への非接触型の体温計の支給

市内小中学校のタッチレス水栓等への入替

防災用の備品（感染症対策関連）の拡充

避難所および消防団等へのタブレット端末の配備

生理用品を無償配布

高齢者および子育て世帯への
QUOカードの配布（今秋予定）

キャッシュレス決済ポイント還元事業の実施
（9月1日から10月31日まで）

公明党が実現しました！

　公明党昭島市議団は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大が、市民生活に大きな影響を及ぼしていることから、市民の
皆様からいただいた切実なお声をしっかりと市へと届け、市民
の命と暮らしを守る取り組みを進めるよう、これまでに７回、計
123項目の緊急要望書を提出してきました。要望した項目は

補正予算や新年度予算に盛り込まれるなど、その多くが施策
等に反映されました。引き続き、公明党昭島市議団として一丸
となり、市民の皆様の声を市へとつなげてまいります！
　これまでの公明党昭島市議団の要望で実現した主な施策は
以下の通りです。
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公明党昭島総支部 役員紹介

臼井市長へ
7回(123項目)の
緊急要望書を提出

AKISHIMA KOMEI NEWS



　新型コロナワクチンは、新型コロナウイルス感染症の発症
と重症化の予防効果が期待されています。昭島市では、5月上
旬から一部高齢者施設入所者への接種を開始。5月下旬から
は65歳以上の高齢者への接種が始まり、現在、集団接種会場

2か所（フォレストイン昭和館・アキシマエンシス）にて、順次接
種が行われております。7月10日現在の接種率は、65歳以上
高齢者の方で、1回目79.8％となっており、間もなく全ての
年齢の予約受付が開始となります。

昭島市 新型コロナワクチン接種が進む

　公明党が政府に対し行ったコロナ対策の提言・申し入れは実に64回(昨年2月以降、与党提言も含む)。特
に雇用については「雇用調整助成金の特例措置」や、非正規雇用労働者をはじめ、個人に対する「休業支援
金・給付金」を実現し、日本は主要先進国の中でも失業率が最も低い水準に抑えられています。事業者に対
しても最大200万円の「持続化給付金」や「家賃支援給付金」が創設されるなど、中小企業を支える政策が
次々と実現しました。人々の生活においても2回の「低所得のひとり親世帯への臨時特別給付金」を実施、
「住居確保給付金」の支援期間拡大や再支給、「生活困窮者自立支援金」の創設など、公明党はくらしを守る
取り組みをどこよりも真剣に進めてまいりました。一日も早いコロナ禍からの再生と、誰もが希望を持ち、
安心して暮らせる日本の未来のために、公明党はこれからも挑戦を続けてまいります。

雇用を支え、くらしを守る公明党

　第一回目のワクチン接種の予約開始直後から、予約に関する苦情や要望などが多
くの市民から寄せられました。公明党昭島市議団は、5月17日に臼井伸介市長へ、
21項目の緊急要望書を提出するとともに、その後も担当部署へ要請するなど、
安全・安心のワクチン接種のための改善を求めてきました。ワクチン接種に関して、
公明党昭島市議団の要望で実現した主な施策や改善策は以下の通りです。

安全・安心のワクチン接種を
公明党昭島市議団が推進

党国会対策委員長、同東京都本部代表。
元経産・内閣府副大臣。衆院当選8回。
創価大学卒。61歳。

党青年局次長。党東京都本部副幹事長。
党東京都本部ポストコロナ経済再生プロジェクト
チーム座長。党職員。東京大学卒。42歳。

次期衆院選 公明党は比例東京ブロックに下記2名を公認しました。

高木陽介 河西宏一
か   さ い   こう   い ちた か   ぎ   よ う   す け

新現
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実現
しました

！

①コールセンターの強化と庁内連携
②集団接種会場の拡充
③1回目の予約と同時に2回目の予約が可能と
　なるシステムの変更
④予約者の年代を細分化するなど
　予約集中回避策の実施

⑤ホームページでのわかりやすい案内

⑥集団接種会場における、午前・夜間を含めた
　時間外接種の実施

⑦キャンセルでの余剰分について、ワクチンを
　無駄にしない取り組み


